
□　マナブさんは，電気回路を調べるために，下の実験 1～3を行った。次の⑴～⑶に答えなさい。
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実験 1　図 1のように，電熱線 aを用いて回路をつくった。電熱線

aに 1.0Vの電圧をかけたところ，100mAの電流が流れたので，

電熱線 aの抵抗の大きさは 10Ωであることがわかった。

実験 2　図 2のように，X，Yの間に，電熱線 b，cのいずれかを選ん

でつなぐような回路をつくった。電熱線 b，cをつないだそれぞ

れの場合について，XY間の電圧と流れる電流の大きさをはかっ

た。下の表は，その結果をまとめたものである。

XY間の電圧（V） 0.5 1.0 1.5 2.0

電熱線 bに流れる電流（mA） 125 250 （ ） 500

電熱線 cに流れる電流（mA） 100 200 300 400

図 3

実験 3　図 3のように，2個の豆電球を用意した。2個の豆電球を直列

にして，図 2のX，Yの間につなぎ，回路をつくった。XY間の電

圧が 2.0Vと 3.0Vのときで，流れる電流の大きさをはかり，豆電

球の明るさを比べた。

～～～～～～～～～～省略～～～～～～～～～～

資料
（結果 1）電圧と電流

（結果 2）電圧と豆電球の明るさ

（わかったこと）

　電圧を 2.0Ｖにしたままで，2個の豆電球を，
直列から並列につなぎかえて，豆電球の明るさを
比べるとどうなるだろうか？

　電圧を大きくすると，大きな電流が流れるので，
豆電球が明るく光ること。

［試した結果］
　直列につないだ場合と比べて，豆電球の明るさ
は，　　　　　　。

2.0Ｖのとき 3.0Ｖのとき

XY間の電圧（V）
豆電球に流れる電流（ｍA）

2.0
350

3.0
400

①
［そうなった理由］
　2個の豆電球をまとめて 1つと考えると，直列
につないだ場合と比べて，全体の抵抗の大きさが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 から。②

試してみよう

⑶　右の資料は，マナブさんが実験 3についてま

とめたレポートの一部である。次のア，イに答

えなさい。

ア　XY間の電圧を 2.0Vから 3.0Vにしたとき

に，2個の豆電球全体の消費電力は何倍になっ

たか。小数第二位を四捨五入して求めなさい。

イ　資料の ① に入る語句として適切なもの

を，次の 1～3の中から一つ選び，その番号を

書きなさい。また， ② に入る適切な内容

を，電流という語を用いて書きなさい。

1　暗くなった　　 2　変わらなかった

3　明るくなった

【答】⑶ ア．1.7（倍） イ．① 3 ② 小さくなるので，大きな電流が流れた（同意可）


